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(財)財務会計基準機構会員 
 

平成 20 年 11 月 7 日 

各  位 

会社名  オカモト株式会社 

代表者名  取締役社長 岡本二郎 

（コード番号 5122 東証第 1 部） 

問合せ先 常務取締役 久保田榮 

（TEL 03－3817－4121） 

業績予想の修正等に関するお知らせ 

 

最近の動向を踏まえ、平成 20 年 5 月 15 日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお

知らせいたします。 

 

記 

 

１． 平成 21 年 3 月期通期業績予想数値の修正（平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日） 

（1）連結業績予想数値の修正 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A) 

(平成 20 年 5 月 15 日) 

百万円 

78,000 

    百万円

3,200 

百万円 

3,500 

百万円 

2,400 

円 銭 

21.17 

今回修正予想(B) 76,000 2,400 2,900 2,000 17.73 

増減額(B)－(A) △2,000 △800 △600 △400 ― 

増減率（％） △2.6 △25.0 △17.1 △16.7 ― 

前期(平成 20 年 3 月期)実績 75,435 2,415 2,366 1,296 11.25 

 

（2）個別業績予想数値の修正 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A) 

(平成 20 年 5 月 15 日) 

百万円 

64,000 

    百万円

2,900 

百万円 

3,100 

百万円 

2,200 

円 銭 

19.38 

今回修正予想(B) 64,000 2,000 2,500 1,800 15.94 

増減額(B)－(A) 0 △900 △600 △400 ― 

増減率（％） ― △31.0 △19.4 △18.2 ― 

前期(平成 20 年 3 月期)実績 63,060 2,315 2,200 934 8.10 

 

２．修正の理由 

金融危機が当第３四半期以降、実体経済に影響を与えることが明らかになり、今後の世界的な景気後

退が充分予想されることになりました。原油等の一次産品の価格が下落している状況の中で、当社使用

の原材料にあっては過去の価格調整及び樹脂関係の生産調整等不確実性の要素が多く、また自動車産

業、建設業に関連した製品の減産も予想されることもあり、厳しい状況で推移すると思われます。このよう

な事から平成 20 年 5 月 15 日に公表いたしました通期の業績の見通しを修正するものであります。 
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３．平成 21 年 3 月期第 2 四半期累計期間業績予想と実績の差異（平成 20 年 4 月 1 日～平成 20 年 9 月 30 日） 

（1）連結業績予想数値と実績値との差異 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想(A)  

（平成 20 年 5 月 15 日)  

百万円 

37,000 

    百万円 

1,300 

百万円 

1,500 

百万円 

1,200 

今回実績(B) 36,709 1,118 1,674 1,380 

増減額(B)－(A) △290 △181 174 180 

増減率（％） △0.8 △14.0 11.7 15.1 

前期(平成 20 年中間期)実績 35,858 1,028 1,302 759 

 

（2）個別業績予想数値と実績値との差異 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想(A)  

(平成 20 年 5 月 15 日) 

百万円 

31,000 

    百万円 

1,200 

百万円 

1,300 

百万円 

1,100 

今回実績(B) 31,044 923 1,439 1,230 

増減額(B)－(A) 44 △276 139 130 

増減率（％） 0.1 △23.0 10.8 11.9 

前期(平成 20 年中間期)実績 29,703 1,066 1,462 935 

 

４．業績予想との差異の理由 

当第２四半期において原油価格の急騰により、原材料購入価格が通期予想で使用した想定原材料価

格を上回る結果となり原価が大幅に上昇しました。その結果、営業利益は当初予想を下回る事となりまし

た。しかしながら、経常利益においては営業外収支の改善により増益となり、今回の修正に至っておりま

す。 

 

 

以   上    


